











































2．先 行 研 究
非漢字圏日本語学習者の書き誤りを分類した先行研究に Hatta et al（1997，1998），大北（2001）
がある．
Hatta et al（1997）では，日本語を母語とする大学生 2,200名（以下，NS）と，大学で日本語
を学ぶアメリカ人学習者 26名（レベル不明）（以下，AmS）の漢字の書き誤りを比較し，Hatta et
al（1998）では，Hatta et al（1997）の NSと，大学で日本語を学ぶ初級レベルのオーストラリア















大北（2001）は，初級から中級にかけての，漢字圏（中国 46名・韓国 78名・シンガポール 18





















下 位 分 類 例
（a） 1画あるいは 2画多いまたは少ない （漢） （題）
（b） 異なる部品の使用 （授） （質）
（c） 部品の配置の誤り （知） （朝）











調査時期は 2006年 4月から 6月で，日本語の授業で学習者が書いた作文から漢字の書き誤り
を収集した．約 600字の作文を 75名がそれぞれ 5回ずつ書いた．
2006年 6月までに学習者は約 700時間日本語を学習しており，約 8割が前年度の日本語能力
試験 3級に合格している．漢字学習については，約 700字が学習済みであった．漢字のテキスト
は，初級は ひらけ日本語（拓殖大学）に付属する ひらけ日本語文型練習帳・漢字学習帳（上・
































分 類 データ数 ％
（1） 音が似ている漢字で代用 25 （ 3.1％）
（2） 形が似ている漢字で代用 145 （17.8％）
（3） 意味が似ている漢字で代用 2 （ 0.2％）
（4） 音と形が似ている漢字で代用 21 （ 2.6％）
（5） 音と意味が似ている漢字で代用 1 （ 0.1％）
（6） 形と意味が似ている漢字で代用 11 （ 1.3％）
（7） 音と形と意味が似ている漢字で代用 1 （ 0.1％）
（8） 非漢字で代用 593 （72.8％）
（9） 二字熟語の順番の誤り 17 （ 2.1％）
（10） その他 3 （ 0.4％）
計 815 （ 100％）
表 4 分類（8）の下位分類
下 位 分 類 データ数 ％
（a） 1画あるいは 2画多いまたは少ない 156 （26.3％）
（b） 異なる部品の使用 214 （36.1％）
（c） 部品の配置の誤り 6 （ 0.8％）
（d） 部品の付加または脱落 47 （ 7.9％）
（e）（a）から（d）の二つ以上の組み合わせ 51 （ 8.6％）
（f） その他 119 （20.1％）
計 593 （ 100％）
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落 の 47例（7.9％），（c）部品の配置の誤り の 6例（0.8％）の順であった．（f）その他 










表 6から，横線が 1画少ない書き誤りがもっとも多く，点が 1画少ない書き誤り，続いて横線
が 1画多い書き誤りが多いことがわかる．また，横線が 1画多い，あるいは少ない書き誤りがほ
ぼ半数を占め，点が多い，あるいは少ない書き誤りが約 3分の 1を占めている．
横線が 1画少ない書き誤りの例として， （受） ， （授） ， （将） ， （係） 
（懸） が挙げられる．また， （影） ， （音） ， （簡） ， （願） ， （者） ，
（練） のように，日 の中の横線が 1画足りないものや， （覚） ， （顔） ， （質） ，
 （息） ， （題） ， （費） のように目 の中の 2本の横線が 1本少ない書き誤りが
みられた．
表 5 分類（8）の下位分類（a）の例
点 縦線 横線 斜線 短斜線
1画多い （願） （濯） （甘） （物） （住）
1画少ない （点） （在） （同） （弟） （強）
表 6 分類（8）の下位分類（a）のデータ数
点 縦線 横線 斜線 短斜線 計
1画多い 14 1 26 8 3 52
1画少ない 29 10 49 11 6 109

















部品の配置の書き誤りは 6例であった．左右の位置が逆のものは （知）， （朝）， （町）
の 3例，点の位置が異なるものは （術）， （付）の 2例，左・右上・右下（ ）という構造が，
上左・上右・下（ ）になったものは （喋）の 1例であった．
表 7 分類（8）の下位分類（b） 異なる部品の使用のデータ数と例
右 数 例 下 数 例 左 数 例
19 （歌） 29 （感） 34 （強）
20 （様） 8 （覚） 5 （離）
10 （漢） 4 （歳） 1 （教）
他 12 他 7
計 61 （10種） 計 48 （6種） 計 40 （3種）
上 数 例 内 数 例 外 数 例
29 （悪） 6 （康） 1 （康）
3 （変） 5 （通） 1 （風）
2 （響） 4 （違） 1 （起）
他 5 他 6
計 39 （7種） 計 23 （7種） 計 3 （3種）
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4-1-4  （d） 部品の付加または脱落による書き誤りについて




このような書き誤りは 51例あった．書き誤りの要因が 2つのものは 48例で，3つのものは 3
例であった．含まれていた書き誤りの要因は， 1画多いまたは少ないが 38例ともっとも多
く，続いて 異なる部品の使用が 24例， 部品の付加・脱落が 9例であった．
4-1-6 （f） そ の 他







付加 7 （英） （兄） （後）
脱落 40 （歌） （家） （覚）
表 9 分類（8）の下位分類（e） （a）から（e）
の二つ以上の組み合わせの例





























分けた．点の向きが違う書き誤りは （話）， （食）， （活）など 5例，線は （私），
（庭）， （使）など 7例，部品または全体は （形）， （当）， （々）など 7例見られた．
（2） 突き出るか突き出ないかの書き誤り
突き出るところが突き出ていない書き誤りは （実）， （使）， （解）など 14例，突き出な
いところが突き出ている書き誤りは （知）， （病）， （便）など 11例あった．
（3） 線の長短の書き誤り















と，  （族）の左の部分，  （費）の上の部分，  （母）のような書き誤りである．この
ような非部品が含まれる書き誤りは 33例あった．
表 11 下位分類（4） 部品の分解に関する書き誤りの下位分類とデータ数および例
下 位 分 類 数 例
（ア） 分解しないところで分解した書き誤り 26 （色） （単） （悪）
（イ） 分解するところで分解しなかった書き誤り 3 （存） （歌） （懸）

























































参考資料 1：Hatta et al（1997）の分類の英語表記を以下に示す．
（1） substitution of Kanji with a similar sound or phonology（P type）
（2） substitution of a configurationally and morphographically similar Kanji（M type）
（3） substitution of a semantically similar Kanji（S type）
（4） mix of P and M types（P+M type）
（5） mix of P and S types（P+S type）
（6） mix of M and S types（M+S type）
（7） mix P, M, and S types（P+M+S type）
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（a） 異なる部首 （i） 1画が 2画に分解
（b） 余分な部首 （j） 2画が 1画に融合
（c） 部首がない （k） 異なる組み合わせ
（d） 間違った部首の形 （l） 異なる部品
（e） つきでる・でない （m） 崩壊・融合
（f） はねる・はねない （n） バランスが悪い
（g） 1／2画多い少ない （o） 異なる漢字
（h） 1画が短い・長い （p） 左右逆
（i） 1画が 2画に分解 （q） 不明
（8） substitution of non-Kanji（NK type）
（9） placement-order error（Or type）
（10） others（Oth type）
参考資料 2：Hatta et al（1997）の分類（8）の下位分類の英語表記を以下に示す．
（a） One or Two Stroke Addition or Omission
（b） Misuse of Segment
（c） Dislocation or Omission of Segment
（d） Addition or Omission of Segment
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